
Title 鏡花初期作品の執筆時期について : 『白鬼女物語』を中心に
Sub Title
Author 松村, 友視(Matumura, Tomomi)

Publisher 慶應義塾大学国文学研究室
Publication

year
1985

Jtitle 三田國文 No.4 (1985. 10) ,p.29- 39 
JaLC DOI 10.14991/002.19851000-0029
Abstract
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00296083-19851000-0029

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


鏡
花
初
期
作
品
の
執
筆
時
期
に
つ
い
て

『
白
鬼
女
物
語
』
を
中
心
に

松

村

友

視

 
現
存
す

る
泉
鏡
花

の
自
筆

原
稿

に

つ
い
て
み
る
限

り
、
紅
葉
に
よ
る
添
削

は

明
治

二
六
年
以
前

の
執
筆

と
考

え
ら
れ

る

『
両
頭
蛇
』

(
の
ち

『
蛇

く

ひ
』

と

改
題
)

に
は
じ
ま
り
、
同

二
七
年
九
～

一
〇
月
頃

の
執
筆

と
推
定
さ
れ
る

『
旅

僧
』
 
『
取
舵
』
で
終

っ
て
い
る
。
従

っ
て
こ
の
間

の
作
品

に

つ
い
て
は
ど
こ
ま

で
が
鏡
花

で
あ
り
ど

の
部
分
が
紅
葉

に
よ
る
の
か
を
見

極
め
る
必
要

が

あ

る

が
、

い
ま
は
個

々
の
作
品

に
つ
い
て
そ
の
詳
細
を
記
す
る
余
裕
は
な

い
の
で
紅

葉
添
削

の
要
点

の
み
を
左

に
列
挙
す

る
。
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(
1
)

句
読
点

の
加
筆

誤
字

・
仮
名
遣

・
用
字

の
訂
正
改
変

生
硬
な
表
現

の
改
変

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

(2
)

不
自
然
な
設
定

の
削
除

・
改
変

 
 

 
 
 
 
 
 
 

(3
)

会

話

の
加
筆
挿

入
及
び
改
変

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4
)

作
者

の
個
人
的
閲
歴
や
感
情
を
直
接
反
映
さ
せ
た
部
分

の
削
除

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5
)

観
念
的

・
抽
象
的

な
部
分

の
削
除

と

こ
ろ
で
右

の
よ
う
な
紅
葉
添

削

の
手

を
離
れ
て
鏡
花

が
実
質
的

に
独
立
し

た
の
は
博
文
館

の

「
日
用
百

科
全
書
」
編
集

の
た
め
に
紅
葉
宅

を
出

て
大
橋

乙

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(6
)

羽
宅

に
移

っ
た
明
治

二
八
年

二
月
以
降

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
、

同
年

四
月

に

「
文
芸
倶
楽
部
」

に
掲
げ
ら
れ
た

『
夜
行
巡
査
』
は
、
そ

の
意
味

で
、
単

に

文

壇
的
成
功
作
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
独
立
後

の
鏡
花

の
第

一
歩

と
し
て
記
念

す
ぺ
き
位
置

を
担
う

こ
と

に
な
る
。

以
後
鏡
花

は
自
ら

の
意
志

で
作

品
を
仕

上

げ
、
自

ら

の
判
断
で
そ
れ

を
発
表
し
て

い
く

こ
と
が
あ
る
程
度
可
能
に
な

っ
た

と
考
え
ら
れ
る

の
だ
が
、

こ
の
こ
と
は
逆
に
、

そ
れ
以
前

の
作

品

の
発
表
に

つ

い
て
は
紅
葉

の
作

品
評
価

に
も
と
つ
く
選
択
が

大
き
く
関
与
し
て

い
た

こ
と
を

物
語

っ
て
い
る
。

 

自
筆
原
稿

に
紅
葉
添
削

の
跡

を
留

め
な
が
ら
明
治

二
八
年

二
月
以
降

に
発
表

さ
れ

た
作
品

の
う
ち
、

推
定
執
筆
時
期
と
比
較

し
て
明
ら

か
に
発
表
が
遅
れ
た

と
思
わ
れ
る
も

の
を
挙
げ
れ
ぽ
、
『
両
頭
蛇
』
『
怪
語
』
『
貧
民
倶
楽
部
』
『
蝦
摸

法
師
』
 
『
お
弁
当

三
人
前
』
な
ど
が
あ
り
、
ま
た

『
妖
怪
年
代
記
』
は
添
削
跡

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

(7
)

を
留

め
な

い
も

の
の
、
鏡
花
宛
紅
葉
書
簡
で

「
文
章

は
無
難

の
出
来

な
り
」
と

さ
れ
な
が
ら

「
然
れ
ど
も
脚
色
面
白

か
ら
ざ
れ
ぽ
物

に
は
な
ら
ず

」
と
評
価

さ

れ

て
い
る
。

 

っ
ま
り

こ
れ
ら

の
作
品

は
二
入
年

二
月
以
前

の
段
階

で
紅
葉

の
評
価

を
得

ら
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初
期
自
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原
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執
笹
時
期
推
定

一
覧
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塵

慶
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慶
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塾
図
書
餐

句読点
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難

り

会
典
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。
(改

.じ
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(
改
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セ
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、
(
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明
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両
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頭
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/
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添
削

7 丁
数
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20

×
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句
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点
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・・
…

総

蕊
藩

・

A

%
季

四
・1

貧
民
倶
楽
部

28

・
7
 
 

ナ
 

シ

11
 

 

石

「
・・
…

一
ナ
シ
藷

査

C

B

%
季

四
・・
万

民
倶
楽
部

28

・
7

丁

丁
(朱
)

28

塵

・・
…

総

男

・
・
ー

至

の

一
心

マ

ト
亀
の
細
工

28

・
ー
 
 

ナ
 

シ

5
 
 

石

20

×

20

総

2 2
9 9 9 7 7 5 z ll2
t t z 8 z t t 4 4 4 3 3 ～

1色L巴
10 8 8 6 ～ a P 3

取1旅
 1

旅 お
弁
当

義
血
侠

義
血
侠

一
妖
怪
年

璽覆秘
妾

乱 蝦1黒
娯
法

『
聾

2
舵 僧 僧 三 血 血 代 半 伝 菊 師 壁 心

( ( 人 ( .. 記 録
B A 前 B A
)

1

) ) )

1一『 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
モ

1天輪
妨主

モ

 1

1仰

雫
水を
乃さ月
な
心

雫
瞥判

事

モ
闇ト
入
夜水
明
ま月
で色

4
妖僧

記

雫
亀

編
工

一 一 一 一 一 一 一 一 『 一 一 一
31

28 28 27

28
・

4

28

4

1
/
39

7

27

11

27

11

3
z
6

28

7

3
、

4

27

11

35

1

10
、

12

そ8

1

一
5

工
墨

全
文
(

朱

1

天
墨

5

工
墨

(3朱
丁
・オ

墨ま

ナ

シ

ナ

シ

一

ナ

シ

ナ

シ

ナ

シ

2

天
墨

全

案
墨

一

藏
墨v

一
) ) .. )で v

一
) )

一 一 『 一

22 13 10 9 55 25 5 24 41 22 18 5 128

一 一 一 一 一
 1
慶 腹 慶 慶 慶 慶 石1鹿 慶 石 慶 慶 慶
_1_

 I

ao zo

一
20

一
20 20

__」

30 2720

一
20  20
一 一 一
20120
一
・・
…

「
総

丁
童

∴

㎝
曲

一
丁
寧

・

B

清
査

各
時
期
の
原
稿
を
合
綴
力

20
x

18

ノe

ラ

普
通

20
x
20

総

清
萱

20
x

23

ナ
シ

丁
寧

 

20

×

22

b C C

B/B

 

b

B

会
話
、
文
語
体

鵯
聡
瀟
塑

b

一
会
話
、
文
語
体

〔未
見
〕

一

B

20
×

21

20
×

21

20
x

20

30
x

28

ナ
シ

普
通

一

b

20
x
20

20

×

20

冒};

DiD'IDC BBB

一
会
話
、

郵

文
語
体

一
ナ
シ

一
総

一
総

一
ナ
シ

㎏

ー

 
総

冨
萱
清
婁
一普
亜
「清
査
「婆
三
ciciclblblb



明

28

・
6
～

7

6
～

10

6
～

10

6

～

10

6
～

10

11

～

12

時
計
哲
学

非
戦
闘
員

非
戦
闘
員

妙

の

宮

マ
冗
ト
先
生

海
城
発
電

ノ
チ
八
萬
六
千

 

-四
盾
停

7
チ
磯

番

7

チ
海
馨

電

28

・
8

ナ

シ

一

∴

,
石

29

・
⊥

ナ

シ

㍗

・

一
ナ

必

⊥

石

25 20
×

20

ナ
三

丁
墜

C

D

㍗

7

一

ナ

シ

未

亨

シ

29

・
1

ナ
 
シ

・
亜

石

8

石

・

「
ナ
シ
〒

璽

∴

D

[
・・

…

ナ

シ

2039

20

×
18

一

総

五

・・
…

丁

シ

慶

・・
…

葱

丁
璽

C

亙

雑
C

普
亜

C

可
豊
C

DD

 

「
DD

不

明

「
飛
縁
霧

語

白
鬼
女
物
語

白
鬼
女
物
語
(別
稿
)
「

未

「

ナ

シ

未

丁

シ

未

一

ナ

シ

318

 

2

五

2・
…

塀

聡

石

房

・
丑

ナ
シ

揃
コ
劉

ナ
シ
清
豊

C

〒
寧
丁
童

CC

/
H
丘

会
話
、
句
点
曹

、
改
行
馴

/

二

会
話
、
文
語
体

参

考

一 

之

巻

之

巻

三
 
之

巻

四
 
之

巻

1

之

巻

29

・
5

ナ
 

シ

29

・
6

一

ナ

シ

29

・
8

一

ナ

シ

㍗

9

丁

シ

㍗

m

一

ナ

シ

34

慶

一
・・
…

総

普
通

38

塁

2・
…

一
塗

慧

0

慶

一
・・
…

総

下
や
雑

CC

2
D

一
龍

潭

諦

六 勝

之1手 1

巻i口

18

[
量

・・
垂

29

・
11

ナ

シ

不

一
里

・・
…

29
・
Z

ナ

シ

冨

冨

一
・・
…

総

頁

墨

総

一
雑

・

一

D

総

[慧

総

下
羅

CC

DD

 

・

D

「

30

1

ナ

シ

25

慶

20
×
20

総

雑

29

12

ナ

シ

19

慶

20

×

20

総

一
網

「
・

D

著

之

巻
 

一

一
化
 

鳥

3…

丁

シ

一
・・

憂

一・・
…

葱

 
 
 
・
一
ユ

葺

鑑

∴

D

「

一31一



れ
な
か

っ
た
作
品
と
い
う

こ
と
に
な

る
の
だ
が
、
完

成
度

の
問
題
を

ひ
と
ま
ず

措

け
ば
、
右

の

一
群

に
特
異
な
傾
向

の
作
品
が
多

い
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
り
、

そ
れ
が
当
時

の
紅
葉

の
作

風
や
文
学
観
と
相
容

れ
な
い
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
も

ま
た
確
か
で
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け

に
、

こ
れ
ら

の
作
品

に
は
文
学
的
出
発

期

に
お
け
る
鏡
花

の
本
質

的
な
要
素
が
生
ま

の
ま
ま
表
出

さ
れ

て
い
る

こ
と
が

十
分
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ぽ

『
怪
語
』
が
湯
浅

し
げ

な
る
女
性

へ
の
思
い
を
綴

っ
た
作
品
と
し
て
鏡
花
文
学

の

一
原
点
を
な
す
こ
と
は
す

で
に
い
く

つ
か
の
指

摘
が
あ
る
し
、
 
『
お
弁
当
三
人
前
』
は
亡
母

へ
の
思
慕

を
定
着
さ
せ
た
最
初

の

作
品
で
あ

る
。
さ
ら
に

『
両
頭
蛇
』
『貧
民
倶
楽
部
』
『
蝦
膜
法
師
』
に
描

か
れ

る
醜
怪
さ
が
反
日
常

の
意
識
を
内
包
す
る
点

で
鏡
花
文
学

の
本
質
と
深
く

か
か

わ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
従

っ
て
右

の
作
品
群
は
そ

の
後

の
鏡
花
文
学

の
辿
る
べ
き
方
向
を
す
で
に
胚
胎
さ
せ
て
い
た
と
み
て
よ
い
も

の
で
あ
り
、
そ

れ
ら
が
紅

葉

の
選
択

に
よ

っ
て
少
な
く
と
も

二
八
年

二
月
以
前

に
は
発
表

の
機

会
を
与
え
ら
れ
な
か

っ
た
と
い
う
事
実

の
意
味
す

る
も

の
は
小
さ
く
な
い
と
い

わ
ね
ぽ

な
ら
な

い
。

 

こ
の
よ
う

に
鏡
花

の
初
期
作
品

に
は
先
に
列
挙

し
た
よ
う
な
主
と
し
て
技
術

面
で

の
細

か
な
添
削

の
ほ
か
に
、
紅
葉
自
身

の
文
学
観

や
創
作
意
識

に
も
と
つ

く
作

品
の
評
価
選
択
と

い
う
大
き
な
意
味
で

の
添
削
作
業
が
施
さ
れ
て

い
た
と

み

て
よ

い
。
従

っ
て
鏡
花
文
学

の
出
発
期

の
あ

り
か
た
を
正
確

に
把
握
す
る
た

め
に
は
、
紅
葉

の
選
択
と
い
う
事
情
を
も
勘
案

し
た
上
で
、
発
表

の
順
序
で
は

な
く
執
筆

の
順
序

に
作
品
群
を
還
元
し
、

そ
れ

を
辿
り
直
す
作
業
が
不
可
欠

に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

 
初
期
作
品

の
執
筆
時
期

の
問
題

に
関
し
て
は
す
で
に
越
野
格

・
小
林
輝
冶

・

弦
巻
克

二
の
各
氏

に
先
行
研

究
が
あ

る
が
、

小
稿

で
は
そ
れ
ら
を
も
参

照
し

つ

つ
、
自
筆
原
稿

の
残
る
作
品

に
つ
い
て
新

た
に
執
筆
時
期
を
推
定

し

「
初
期
自

筆
原
稿
執
筆
時
期
推
定

一
覧
」
(
以
下

コ

覧
表
」
と
略
す
)

と
し
て
示
し
た
。

 
初
期
作
品

の
執
筆
時
期
推
定

の
方
法
と
し

て
は
紅
葉
書
簡
等

の
外
部
資
料

に

よ
る
以
外

に
作
風
や
文
体

に
よ
る
方

法
が
あ
る
が
、
す
で

に

一
端
を
み
た
よ
う

に
、
初
期
作

品

の
場
合
執
筆
時
期

と
発
表
時
期

と
が
極

め
て
錯
綜

し
て
い
る
た

め
、
ま
ず
執
筆
時
期
が
あ

る
程
度
確

定
し
な
い
限
り
特
定
時
期

の
作
風

や
文
体

と
い
う
言

い
方

は
必
ず
し
も
確
実

性
を
も
ち
え
な
い
し
、
作
風

や
文
体

の
判
断

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(8
)

が
主
観

に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
と

い
う
問
題
も
あ
る
。
ま

た
小
林
輝
冶
氏
は
自

筆
原
稿

に
お
け
る

「
な
」

の
字

の
字
体

の
変
化

に
注
目
し
て
自
筆
原
稿
全
般

に

わ
た
り
執
筆
時
期
を
推
定

さ
れ

て
い
る
が
、
実
際

に
原
稿

に
あ

た

っ
て
み
る
と

同

一
丁
の
中

に
異
な
る
二
種

の
字
体
が
用

い
ら
れ
て

い
る
場
合
も
あ

り
、
そ

こ

に
は
計
量
的
判
断
が

入
り

こ
ま
ざ
る
を
え
な

い
。

 

こ
う
し
た
点
を
考
慮

し
、

一
覧
表
で
は
、

よ
り
客
観
的

と
考
え

ら
れ

る
推
定

材
料
と
し
て
自
筆
原
稿

に
お
け
る
句
読
点

の
有
無

(
a
b

c
の
三
種
)

と
会
話

文

の

「

」

の
つ
け
方

(
A
B
C

D
の
四
種
)

の
組
み
合

わ
せ
を
中

心
に
、

そ

の
他

の
資
料
を
勘
案

し
て
執
筆
時
期

を
推
定
し
た
。

 
ま
ず
句
読
点
に

つ
い
て
み
る
と
、
 
「
句
読
点
な
し
」

を
意
味
す

る

〔
a
〕
は

『
両
頭
蛇
』

の
み
に
み
ら
れ
る
形

で
あ

り
、

こ
の
点
か
ら
も
同
作
品
が
最
も
初

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

(9
)

期
に
属
す

る
こ
と
が
裏

づ
け
ら
れ
る
。
〔
b
〕

(読
点

の
み
)
は
明
治

二
七
年

一

～
八
月
頃

に
あ
た
る
金
沢
帰
郷

の
間

の
み
に
あ

ら
わ
れ
る
と
推
定

さ
れ
る
特
徴

的
な
形
式

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
ま
た

〔
c
〕

(句
読
点
あ
り
)

は
前
後

二

回

あ

ら
わ
れ

て
い
る
が
、

「参
考
」
欄

に
示
し
た
後

の
作
品
が
す
べ
て

〔
c
-
D
〕

の
組

み
合

わ
せ
を
も

つ
こ
と
か
ら
こ
の
形
が
最
終

形
で
あ

る
と
み
て

よ
い
。

 

例
え
ぽ

『
お
弁
当
三
人
前
』

は
明
治

三

一
年

に

一
部
が
発
表
さ
れ
た

の
ち
同

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(10
)

三
九
年

に
至

っ
て
は
じ
め
て
全
体
が
発
表
さ
れ
た
作
品
だ
が
、
越
野
格
氏

に
指

摘

の
あ

る
よ
う
に
こ

の
自
筆
原
稿

に
は
明
治
二
七
年
七
月

一
〇

日
か
ら
金
沢

で
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開
催
さ
れ
た

「
関
西
府
県
連
合
共
進
会
」

の
記
雰
が

二

と
月
前
」

の

こ
と
と

し

て
出
る
こ
と
か
ら
推
し
て

二
七
年

八
月

の
執
筆
と
推

定
す
る

の
が
自
然

で
あ

り
、
同
原
稿
が

〔
b
〕

の
形
式

を
も

つ
こ
と
は

二
七
年

の
帰
京
時

の
執
筆

で
あ

る

こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る
。

 
次

に
会
話
文

の

「
 
」

の
つ
け
方

に

つ
い
て
み
る
と
、
 
〔
C
〕
は
や
や
例
外

的
だ
が
、

ほ
ぼ

A
↓
B
↓
C
↓

D
の
形

で
順
次
変
化

し
て
い
る
。
従

っ
て
例

え

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(11
)

ば

『
貧
民
倶

楽
部
』
は
鏡
花
宛
紅
葉
書
簡

か
ら
み
て
明
治
二
六
年
末
～

二
七
年

二
月
頃

の
執
筆

と
考
え
ら
れ
る

こ
と
は
基
本
的

に
ま
ち
が
い
な

い
が
、
慶
応
義

塾
図
書
館
所
蔵

の
原
稿
が

「
 
」
を
閉

じ
た
あ
と

に
句
点
を
打

つ
と

い
う
特
殊

形

を
含
め
て
A
～

D
の
段
階
を
す
べ
て
含

ん
で
い
る

こ
と
は
、

こ
の
原
稿

が
そ

の
後

の
紅
葉
添
削

に
も
と
つ
く
改
変
を
含

め
異
な
る
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
幾
種

類

か
の
原
稿

を
合
綴
し
た
も

の
で
あ

る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

 
以
上
を
概
観
す

る
と
、
明
治

二
七
年

の
金
沢
帰
郷
中

の
作
品

の
多
く
が

〔
b

l

B
〕

の
形
式

を
も

つ
こ
と
、
そ
し
て
二
七
年
九
月
以
降
、
す
な
わ
ち
帰
京

の

後

は
す
べ
て

〔
c
l
D
〕

の
形
式

に
変

わ

っ
て
い
る

こ
と
が

わ
か
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(12
)

 

『
旅
僧
』

は
、
紅
葉
書
簡
で

『
入
水
』

と
よ
ぼ
れ
て

い
る
作
品
が

こ
れ
に
あ

た
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
従

来
明
治

二
七
年

二
～

三
月
頃

の
執
筆

と

推
測
さ
れ
て
き

た
が
、
 
『
入
水
』
は

『
旅
僧
』

で
は
な
く

『
鐘
声
夜
半
録
』
に

あ

た
る
と
し

『
旅
僧
』
を

『
取
舵
』
と
同
時
期

の
執
筆
と
推
定

さ
れ
た
弦
巻
克

(13
)

二
氏
の
説
に
従
え
ば
、

こ
れ

は
明
治

二
七
年

九
～

一
〇
月

の
執
筆

と
い
う

こ
と

に
な
る
。
同
作
品
の
原
稿
が

〔
c
I

D
〕

の
形
式

を
も

つ
こ
と
は
そ
の
可
能
性

が
高
い
こ
と
を
示
唆

し
て
お
り
、
そ

こ
か
ら
逆
に

『
入
水
』
が

『
鐘

声

夜

半

録
』
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
さ
ら
に
は

『
入
水
』

に
言
及
し
て
い
る
紅
葉

書
簡

の
推
定
時
期
変
更

の
必
要
が
生
じ
て
く
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ

る
。

 

こ
の
よ
う
に
自
筆
原
稿

の
句
読
点
や

「

」

の
つ
け
方
、
あ
る
い
は
行

・
字

(14
)

数
な
ど
か
ら
は
執
筆
時
期

に
関
す

る
い
く

つ
か
の
事
実

の
推
定
も

し
く
は
確
認

が
可
能
だ
が
、
個

々
の
説
明
は
煩
項

に
わ
た
る
の
で
、
他

に
つ
い
て
は
推
定
結

果
を
示
し
た

一
覧
表

に
譲

る

こ
と
に
し
た
い
。

二

 

 
執
筆
時
期

の
確
定
し

に
く
い
初
期
作
品

の
中
で
も
い
ま
だ

に
そ
れ
が
不
明

の

ま
ま
で
あ
る
も

の
に

『
飛
縁
魔
物
語
』
と

『
白
鬼
女
物
語
』
が
あ

る
。

こ
と

に

『
白
鬼
女
物
語
』

に
つ
い
て
は

『
高
野

聖
』

(明
33

・
2
)

の
原
型

と
考

え

ら

れ

る
点
も
あ

っ
て
従
来

い
く

つ
か

の
異

な

っ
た
説
が
提

出
さ
れ

て
い
る
。

 
 
 
 
 
 

(15
)

 
ま
ず
村
松
定
孝
氏
は
、

こ
の
原
稿
が
別
稿

を
含
め
て
金
沢

の
目
細
家

に
保
存

さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
鏡
花

の
金
沢
在
住
も
し
く
は
帰
郷

の
時

期

に

注

目

し
、
明
治

二
二
、

三
年

・
同

二
六
年

・
同

二
七
年

の
三

つ
の
可
能
性

を
示
し
た

上

で
、

二
六
年

は
帰
郷

の
期
間
が
短
か
く
、

ま
た
同
年

の
執
筆

と
さ
れ

る

『
怪

語
』

の
用
字

・
文
体
と
ち
が
う

こ
と
を
理
由

に
除
外
し
、

二
七
年
も
当
時

の
観

念
小
説
的
な
作
風

と
異
な
る
点
と
、
原
稿

に
み
ら
れ
る
水
ぬ
れ

の
跡
が

明
治

二

五
年

の
金
沢
大
火

の
際

の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら

こ
れ
も
除
外

し
て
、

残

る
二
二
、
三
年
説
を
提
出
さ
れ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(16
)

 

こ
れ

に
対
し
て
三
田
英
彬
氏
は
、
作

品
中

に
描

か
れ
る
夏

の
春

日
野

峠
越

え

は
明
治

二
五
年
以
降

の
体
験

に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
小
品

『麻

を

刈

る
』
(大

15

・
9
～

10
)

に
描
か
れ
る
同
様

の
体
験
が

二
六
年

の
も

の
で
あ
る

こ
と
な
ど

を
理
由

に
二
六
年
説
を
示
さ
れ

て
い
る
。

 
 
 
 
 

(17
)

 

ま
た
越
野
格
氏
は

二
七
年

の
金
沢
帰
郷
中

の
可
能
性
が
高

い
と
さ
れ
、
笠
原

 

(18
)

伸
夫
氏

は
ル
ビ
や
句
読
点

の
打

ち
方
な
ど

か
ら

二
六
年
説

に
賛
成

さ

れ

て

い

 
 
 
 
 
 
 
 

(19
)

る
。

さ
ら
に
小
林
輝
冶
氏
は

「
な
」

の
字

の
字
体
な
ど

に
も
と
つ

い
て
二
七
年

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(20
)

説

を
と

っ
て
お
り
、
新
保
千
代
子
氏

は
目
細
家

に
残

る
原
稿
全
般
と

の
関
わ
り

一33一



か
ら

二
五
年

二

月
以
降

二
七
年

の
上
京
ま

で
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

 
石
川
近
代
文
学
館
所
蔵

の

『
白
鬼
女
物
語
』
原
稿

に
は
本
稿

・
別
稿

の
二
種

が
あ
り
、
別
稿
は
会
話
文

の
部
分
を
欠
く
が
、
本
稿

の
会
話
文
は
文

語
体

で
書

か
れ
て
い
る
。

こ
の
点

か
ら
す
れ
ば

二
七
年
以
前

の
作
品
で
あ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ

る
の
だ
が
、
全
体
が

一
人
称

の
語
り

の
形
式

に
よ

っ
て
い
る

こ
と
を
考
慮

に
入
れ
れ
ぽ

こ
れ
は
決
定
的
な
根
拠
と
は
な
ら
な

い
。

 
ま
た

一
覧
表

に
示
し
た
よ
う

に
会
話
文

の
形
式
も
、
句
点
及
び

"
」
"

の
受

け
が
あ
り
な
が
ら
改
行

し
な

い
と

い
う
特
殊

形
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
改

行
と

い
う
点

に
注
目
す
れ
ぽ

〔
B
〕

の
例
外

と
い
う
意

味

で

〔
矧
〕
と

な

り

〔
c
-
B
〕

の
形
式
を
も

つ
二
六
～

二
七
年

の
執
筆

の
可
能
性
が
高

い
と
み
る

こ
と
も
で
き

る
が
、
句
点

に
注
目
す
れ
ぽ

〔
D
〕

の
特
殊
形
と
し
て

〔
D
〕

と

な
る
か
ら

〔
c
i
D
〕

の
形
式
、
即
ち

二
七
年
九
月

の
上
京
以
後

の
執
筆

と
い

う

こ
と
に
な
る
。

 

『
白
鬼
女
物
語
』

に
つ
い
て
も
う
ひ
と

つ
注
目
さ
れ

る
の
は
、
別
稿

の
二
丁

も
含

め
て
、

い
ず
れ
も
赤
色

の
罫

の
あ

る
二
五
行

×
二
四
字

の
和
紙

の
原
稿
用

紙

に
毛
筆
で
書

か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
現
存
す

る
原
稿
を
み

る
限
り
、
鏡
花

が
罫
入
り
の
原
稿
用
紙

を
用

い
る

の
は

『
留
守
見
舞
』
(
明
37

・
3
)

の

和

紙

の
原
稿
用
紙
が
最
初
で
あ
る
Q
た
だ
し
こ
れ
は
む

し
ろ
特
殊
な
例
で
あ

っ
て
、

し
ぽ
し
ぼ
用

い
ら
れ
る
よ
う

に
な
る

の
は
明
治
四
四
年

六
月

発

表

の

『
池

の

声
』
以
後

の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
西
洋
紙

の
原
稿
用
紙

に
ペ

ソ
書
き

で
あ
る
。
従

っ
て
そ
れ
以
前

の
自
筆
原
稿
で
罫
入
り
の
原
稿
用
紙
を
用
い
て
い

る
の
は
殆
ど
唯

一
の
例
外

と
い

っ
て
よ
い
。

し
か
し
、

こ
れ
と
全
く
同
種

の
用

紙

に
毛
筆

で
書

か
れ
た
自
筆
原
稿
が

『
白
鬼
女
物
語
』

の
ほ
か

に
実

は
も
う

一

枚
だ
け
存
在
す

る
。
『海
城
発
電
』
(
明
29

・
1
)

の
原
型

で

あ

る

『
非

戦

闘

員
』
書
き
出
し

の
断
片
五
種

の
う

ち
の

一
枚
が
そ
れ
で
あ
る
Q

 
五
種

の
断
片
は
す

で
に
新
保

千
代
子
氏

に
よ

っ
て

「
鏡
花

研

究
」
創

刊

号

(昭

49

・
8
)
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
便
宜
上
、
そ

の

一
部

を
こ

こ
に
抄
出

す
る

(
題
名

の
上
の
番
号
及
び
本
文

の
傍
線
は
私

に
補

っ
た
)。

ω
非
戦
闘
員

 
 
 
 

(
上
)

 
 
海
城
付
近

の
戦

に
於

て
赤
十
字

の
護
手

一
名
行
衛

不
分
明
と
な
り
け
る
が

 
敵

の
為

に
捕

へ
ら
れ
し
と
も

い
ひ
は
た
何
処

に
か
潜

み

つ
つ
活
路
を
発
見
す

 
べ
き
機
会

の
到
る
を
待

つ
な
り
と
も
謂

へ
り
。

 
 
予
は
其

に
着
き
て
多
分
其
な
ら
む
と
推
量
す

べ
き

一
条

の
哀
な

る
物
語
を

 
知
れ
り
。
 
(
以
下
略
)

②
非
戦
闘
員

 
 
 
上

 

「
旦
那
、
此
様
な
酷
い
吹
雪

に
は
逢

つ
た

こ
と
が
あ

り
ま

せ
ん
。
」

 

「
ふ
む
」

と
ぼ

か
り
冷
や
か
に
答

へ
た
る
人
物
は
我
が
日
本
国
東
京
府
下

の
某
新
聞
よ

り
特
派
し
た
る

一
個
年
若
き
従
軍
記
者
な
り
渠

は
紅

瓦
塞

の
戦
を
観

む
と
欲

し
て
今
朝
未
明
に
海
城
を
出
発
し
来
れ
る
が
野
と
も
謂

は
ず
川

と
も
謂

は
ず

唯

一
面

に
吹
捲
く
る
紛
吹
雪

の
た
め
に
道

を
失

し
て
東

西
を
分
た
ざ

る
よ
り

途
中

に
て

一
人

の
支
那
人
を
道
案
内

に
傭

ひ

つ
つ
此
処

に
ま

で
到
り
し
な

り
。
 
(
以
下
略
)

㈲
非
戦
闘
員

 
 
 
 
第

一

一34一



 

「
先
生
、
此
方

へ
。
」

と

い
ひ
さ
ま

一
人

の
軍
夫
は
今
端

な
く
も
路
頭

に
て
出
逢

ひ
た
る
予
が
手
を

取
り
て
導
け
り
。
予
は
東
京
府

の

一
新
聞
社

よ
り
戦
地
に
派
遣

せ
ら
れ
た

る

従
軍
記
老

と
し
て
多
く
の
競
争
者
を
出
抜
く

べ
き
新
聞
を
得

む
も

の
と
し

て

此
軍
夫
に
も
何
等
か
聞
得
た
る

こ
と
あ
ら
ぽ
密

に
知
ら
せ
く
れ

よ
と
頼

み
置

き
た
る
こ
と
な
れ
ば

(以
下
略
)

ω
非
戦
闘
員

 
 
 
 
上

 
 

「外
山
謙
吉
、
お
前
が
劉
永
叔

の
家
に
行

っ
た

の
は
軍
医

の
命
令

で
あ

っ

 
た
と
謂

ふ
な
。
」

 
 

「
唯
」

 
と
答

へ
た
る
は
年
紀
少
き
赤
十
字

の
看
護
手
な
り
。
渠

は
三
月
以
前
海
城
付

 
近

の
戦
闘

の
時
敵

の
た
め
に
捕

へ
ら
れ
て
多

日
其
消
息
無
か
り
し
も

の
な

る

 
が
前

日
意
外

に
も
放

た
れ
て
帰
営

し
た
る

に
因
り
大
隊
副
官
は

一
応
其
捕
虜

 
た
り
し
間

の
事
情
を
ぽ
審
問
す
る
な
り
。
 
(
以
下
略
)

⑤

非
戦
闘
員

 
 
 
 
第

一

 
 

「
私

の
名
が
聞
き
た
い
で
す
か
。」

 

急
謂
ひ

つ
つ
微
笑
を
含
み
て
静
か
に
左
右
を
胸
は
し
た
る
は

一
個
年
紀
若
き

 

我
が
赤
十
字

の
看
護
員
な
り
。
其
前
後
と
左
右
を
擁
り
て
凡

そ
十
名
余

の
軍

 
夫
群
り
た
り
渠
等
は
仕
込
杖
棍
棒
な
ど
手
に
く

獲
物
を
提
げ
つ
い
つ
れ
も

 

眉
を
昂
げ
眼
を
瞑
ら
し
は
た
拳
を
握
り

つ
め
て

一
方
な
ら
ず
激

し
た
る
状
見

 

え
ぬ
。
 
(
以
下
略
)

 
右

の
各
断
片

の
う
ち
、
ω
④
④
は
日
本

の
新

聞
記
者

の

「
予
」

を
語

り
手
と

す

る

一
人
称

の
形
式
で
あ

り
、
④
㈲
は

「
外
山
謙

吉
」
も

し

く

は

「
落

合

謙

吉
」
と
名

の
る
赤
十
字

の
看
護
員
を
主
人
公
と
す
る
三
人
称

の
形

式
を
と

っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
岩
波
版
全
集

の
本
文
と
比
較
し
て
ω
②
③

の
形

が
よ
り
早

い

時
期

の
執
筆

と
考
え
ら
れ
る
が
、
な
か
で
も
ω
は

「戦

地
通
信
」

の
題

名

を

「
非
戦
闘
員
」

に
改
め
て
い
る
点

か
ら

み
て
最
も
早
い
時
期

の
も

の
と
考
え

て

よ
い
。

 
②
㈹
は
ほ
ぼ
同
様

の
構
想

を
示
し

て
い
る
が
、
②

は
新

聞
記
者

「
予
」
が
中

国
人

に
案

内
さ
れ

て
吹
雪

の
中

を
海
城

か
ら
紅
瓦
塞

に
向

か
う
情

景
で
あ

り
、

㈲
は
同
様

に
新
聞
記
者

「
予
」
が
日
本

の
軍
夫

の
案
内

で
中
国

人
豪
商

の
家

に

到

る
と

こ
ろ
で
あ

っ
て
、
全
集
本
と
比
較
し
て
㈲

の
方
が
決
定
稿

に
近

い
と

み

る
こ
と
が
で
き
る
。

 
ω
⑤
も
互
い
に
似
た
構
想

を
も

っ
て
い
る
が
、
ω

が
大
隊
副
官

に
よ
る
看
護

員
尋
問

の
場
面

か
ら
は
じ
ま
る
の
に
対
し
て
⑤

は
軍
夫

の
長
と
お
ぼ
し
き
人
物

に
よ

っ
て
尋
問
さ
れ
る
構
図

で
あ
り
、
⑤
が
最
も
決
定
稿

に
近

い
形
を
示
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
ω
②
㈹
ω
㈲

の
順
序

で
書
か
れ
た
と
み
ら
れ
、

こ
の
あ

と
に

慶
応
義
塾
図
書
館
所
蔵

の

『
海
城
発
電
』
自
筆
原
稿

が
位

置
す

る

こ
と
に
な

る

の
で
あ
る
。

 
と

こ
ろ
で
右

の
五
種

の
う

ち
、
 
『
白
鬼
女
物
語
』
と
同

一
の
罫
入
り
原
稿
用

紙

に
書
か
れ
て
い
る
の
は
断
片
ω

に
あ
た
る

一
枚
で
あ
る
。

そ

こ
で

『
白
鬼
女

物
語
』

の
執
筆
時
期
推
定

の
前
提

と
し
て

『
非
戦
闘
員
』

の
執
筆

時
期
が
問
題

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(21
)

に
な

っ
て
く
る
が
、
小
林

輝
冶
氏

は
こ
れ
を
明
治

二
七
年
八
～
九
月
と
推
定

さ

れ

て
お
り
、
そ
れ
に
従
う
な
ら

『
海
城
発
電
』
は
、
鏡
花
自

身

が

『
夜

行

巡

査
』

の
構
想
を
得

た
と
し
て

い
る
二
七
年
九
月
以
前

に
す

で
に
執
筆

さ
れ

て
い
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た
こ
と

に
な
る
わ
け
だ
が
、

こ
の
推
定
は
再
考
を
要
す
る
。

 

『
非
戦
闘
員
』
断
片
ω

に
は
傍
線

で
示
し
た
よ
う

に

「
三
月
以
前
海
城
付
近

の
戦
闘

の
時
」
と
い
う

一
節
が
あ
り
、
さ
ら
に
こ
れ

よ
り
早
い
形
を
残
す
と
考

え
ら
れ

る
断
片
②

に
は

「
紅
瓦
塞

の
戦

闘
」

に
言
及
し
た
部
分
が

み
ら
れ
る
。

参
謀
本
部
編
纂

の

「
明
治
廿
七
八
年

日
清
戦
史
」

(明

40

・
10
)
に
よ

れ

ぽ
、
日

本
軍

の
第

三
師
団
に
よ
る
海
城
攻
略
は
明
治
二
七
年

一
二
月

=
二
日
、
紅
瓦
塞

の
戦
闘

は
同
月

一
九
日
に
行
わ
れ

て
お
り
、

こ
の
こ
と
は
断
片
②

に
吹
雪

の
描

写

が
あ

る
こ
と
と
も
符
合
す

る
。
さ
ら
に
断
片
ω

に

「
海
城
付
近

の
戦
闘
」
を

「
三
月
以
前
」

の
こ
と
と
し
て
い
る
の
に
も
と
づ
け
ば
、
海
城
攻

略
の
三
ケ
月

後

に
戦
争
が
継
続
中
で
あ
る
こ
と
を
知
り
え
る

の
は
実
際

に
三
ケ
月
を
経
た
時

点

以
外

に
な

い
以
上
、
少
な
く
と
も

『
非
戦
闘
員
』
断
片
ω

の
執
筆

は
明
治

二

八
年

三
月
中
旬
以
降
で
な
く

て
は
な
ら
な

い
。

 

右
の
事
実

に
加
え
て
、

こ
れ

ら
の
原
稿
が
金
沢

の
目
細
家
に
保
存

さ
れ

て
い

た

こ
と
を
考
え
併
せ
れ
ぽ
、

二
七
年

の
金
沢
帰
郷
時

で
は

な
く
そ

の
次

の
帰
郷

の
時
、

つ
ま
り
明
治

二
八
年

六
～

一
〇
月

の
帰
郷
時

の
執
筆
と
考
え
る
以
外

に

な

い
こ
と
に
な

る
。

つ
い
で
に
い
え
ぽ
、
 
『
妙

の
宮
』

の

「
北
国
新

聞
」
掲
載

が
岩
波
版

全
集

の
著
作
年
表
に
あ
る
明
治

二
八
年
七
月
で
は
な
く
翌

二
九
年
七

 
 
 
 

 
 
 
 
 

(22
)

月
で
あ
る
こ
と
は
森
英

一
氏
に
指
摘
が
あ

る
が
、
こ
の
原
稿
が

〔
c
-

D
〕

の

形
式
を
も
ち
、

か

つ
目
細
家
に
保
存

さ
れ

て
い
た

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

こ
れ
も

二
八
年

の
帰
郷
中

の
執
筆

の
可
能
性
が
高

い
こ
と
に
な
り
、
同
様

の
理
由
か
ら

『
時
計
哲
学
』
 
『
売

ト
先
生
』
も
、
従
来

の
推
定

の
二
七
年

か
ら

二
八
年
に
繰

下
げ
る

の
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。

 

と

こ
ろ
で

『
非
戦
闘
員
』
五
種

の
断
片

の
う
ち
唯

一
罫
入
り
原
稿
用
紙
に
書

か
れ

て
い
る
断
片
ω

に
は
、 

『
白
鬼
女
物
語
』
と
同
様
、
水
ぬ
れ

に
よ
る

シ
ミ

の
跡
が
認
め
ら
れ

る
。
そ

の
こ
と
自
体
、
 
『
白
鬼
女
物
語
』
の
水
ぬ
れ
を
明
治

二
五
年
の
大
火

に
よ
る
と
す
る
説

を
否
定
し
て

い
る
の
だ
が
、

よ
り
重
要
な

の

は
、
 
『
非
戦
闘
員
』
断
片
ω

の
シ
ミ
の
位
置
と
形
が

『
白
鬼
女
物
語
』
別
稿

の

書
き
出

し
の

一
枚

の
そ
れ
と
正
確

に
重
な
る
と

い
う
点

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
両

原
稿
左

右
の
丸

い
シ
ミ
と
上
端
下
端

の
各
中
央
部

の
シ
、・・
が

一
致

し

て

い

る

(
写
真
参
照
)
。

 

『
非
戦
闘
員
』

の
他

の
四
種

の
断
片

に
も
、
平
行
移
動
し
た
形
で

の
位
置

の

ず
れ
は
あ
る
も
の
の
、

ほ
ぼ
同
様

の
水

ぬ
れ

の
跡
が
認

め
ら
れ
る
。
従

っ
て
こ

れ
ら

の
シ
ミ
は
、

い
ず
れ
も
明
治

二
八
年

六
月
以
降

の
浸
水

に
よ
る
と

み
る
の

が
自
然
で
あ
ろ
う
。
 
『
白
鬼
女
物
語
』

の
原
稿
は
罫

の
み
が
滲

ん
で
お
り
文
字

に
滲
み
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
す

で
に
水
を
か
ぶ

っ
た
未
記
入

の
原
稿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

(23
)

用
紙
を
用

い
た
と
す

る
三
田
英
彬
氏

の
推
測

は
、
水

の
跡

を
と
ど

め
る
他

の
無

罫
和
紙
も
す
べ
て
浸
水
後

に
用

い
ら
れ
た
と
す

る
考
え
が
不
自
然

で

あ

る

以

上
、
可
能
性
は
薄

い
と
み
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

 

一
方
、
『
白
鬼
女
物
語
』
本
稿

に
あ
る
水
ぬ
れ
跡
は
別
稿
及
び

『
非
戦

闘
員
』

断
片
ω

の
そ
れ
と
は

一
致

し
な

い
。
目
細
家

に
保
存
さ
れ
て
い
た
そ
の
他

の
原

稿

に
も
水

ぬ
れ

の
跡
を
残
す
も

の
は
少
な
く
な
い
が
、
管
見
で
は
同
様

の
形
状

の
も

の
は
見
出
せ
な
か

っ
た
。

 

以
上

の
事
実
は
、 

『
白
鬼
女
物
語
』
別
稿

と

『
非
戦
闘
員
』
断

片
ω

と
が
、

ほ
ぼ
同

じ
時
期

に
書
か
れ
た
う

え
、
両
者
を
重
ね
て
二

つ
折
り

に
し
た
状
態
で

保
存

さ
れ

て
い
た
可
能
性
を
示
唆

し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
鏡
花
以
外

の
目
細
家

の
誰
か
が

の
ち
に
原
稿
を
整

理
し
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
『
白
鬼
女
物
語
』

別
稿
が
同
本
稿

そ
の
他
と
は
別

に

『
非
戦
闘
員
』
断
片
ω
と
重
ね
ら
れ
、
か

つ

『
非
戦
闘
員
』

の
他

の
四
種

の
断
片

と
も
近
接
し
て
保
存

さ
れ

て
い
た
と
推
測

さ
れ
る
こ
と
、

さ
ら

に

『
白
鬼
女
物
語
』
と

『
非
戦
闘
員
』
だ
け

に
罫
入
り
原

稿

用
紙
が
使

わ
れ
て

い
る
と
い
う
事
実
は
、
無
視

し
え
な

い
だ
け

の
重
さ
を
も
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っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
そ
し
て
こ
の
仮
説
が
正
し

い
と
す
れ
ば
、
 
『
白
鬼
女

物

語
』

は
明
治

二
八
年
六
～

一
〇
月

の
金
沢
帰
郷

の
問

の
執
筆

で
な
け
れ
ぽ
な

ら
な
い
こ
と

に
な

る
の
で
あ

る
Q

 
従
来

の
諸
説

で
二
八
年

の
可
能
性
が
問
題

に
さ
れ
な
か

っ
た
の
は
、
村
松
定

孝
氏

の
提
示
さ
れ
た
三

つ
の
可
能
性
を
含

め
て
こ
の
作

品
を
二
七
年
以
前

の
初

期
習
作

で
あ

る
と
す
る
先
入
観
念
が
働

い
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う

と

思

わ

れ

る
。

た
だ
、

三
田
英
彬
氏
は
春

日
野
峠
越
え
の
体
験
と

の
関
連
か
ら
二
八
年
も

問

題
に
さ
れ

て
い
る
が
、
二
八
年

の
帰
郷

の
後

に
上
京
し
た
際

の
体
験

を
描

い

た
と
す
れ
ば

目
細
家

に
原
稿

は
残
ら
な

い
と
の
理
由

で
こ
れ
を
除
外

さ
れ

て
い

る
。
し

か
し
体
験

の
直
後

に
書

か
れ
た
と
す

る
根
拠
が
な

い
限
り
二
八
年
を
否

定
す

る
理
由

に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
笠
原
伸
夫
氏
が

ル
ビ
や
句
読
点

に
注
目
さ

れ

た
点

に

つ
い
て
も
、

一
覧
表

に
つ
い
て
み
た
よ
う
に

『
白
鬼

女
物
語
』
は

二

六
年
、

二
七
年
、

二
八
年

の
三
説

の
い
ず
れ

と
も
決
定
し
え
な
い
形
式

を
も

っ

て
い
た
し
、
小
林
輝
冶
氏
の

「
な
」

の
字
に
関
す

る
調
査

に
よ
れ
ぽ

二
七
年

八

月

以
降

二
九
年
あ
た
り
ま
で
は
ほ
ぼ
同
じ
字
体
で
あ
る
か
ら
こ
れ
も

二
八
年
説

に
流
用
す
る

こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

 

こ
の
よ
う

に
少
な
く
と
も
現
時
点
で
二
八
年
説
を
積
極
的
に
否
定

し
去

る
だ

け

の
根
拠
が
与
え
ら
れ

て
い
な

い
以
上
、 

『
白
鬼
女
物

語
』

の
推
定
執
筆
時
期

を

二
八
年

一
〇
月
ま
で
引
下
げ
得
る
と
い
う
可
能
性
は
確
認
さ
れ
て
お
か
な
け

れ
ぽ
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

 

し
か
し

一
方

で
、
以
上

の
論
考
自
体
も
ま
た
仮
説

の
域
を
出
る
も

の
で
は
な

い
と
い
う
事
実
も
認
め
ね
ぽ

な
ら
な

い
。
従

っ
て

こ
こ
で
は
可
能

性
を
提

示
す

る
に
と
ど

め
、
作
品

の
内
部
徴
証
を
含
め
た
事
実

の
解
明
、
及
び
鏡
花
文
学

に

お
け
る
意
味
づ
け

の
問
題
に

つ
い
て
は
今
後

の
調
査

に
侯

つ
こ
と
に
し
た
い
。

注

1
 

『両
頭
蛇
』
に
典

型
的

に
み
ら
れ
る
も
の
で
、

い
う
ま

で
も
な

く

極

く
初
期

の

 
 
作
品

に
多

い
。

 

2
 
例
え
ば

『貧
民
倶
楽
部
』

や

『怪
語
』

の

一
揚
面
に
対
し

「実

際

に
な
き

こ
と

 
 
な
り
」 

「こ
れ
以
後
実
際
に
あ
ら
ず
」
等

の
評
を
加
え
て
そ
れ
を
削
除

し
て
い
る

 
 
例
な
ど
が
あ
り
、
リ
ア
リ
ズ
ム
作
家

と
し
て

の
紅
葉

の

一
面
を

う
か
が
わ
せ
る
。

 
3
 

例
え
ば

『義
血
侠
血
』

や

『取
舵
』

で
、
作
品

の
構
想
に
直

接
関

わ
ら
な

い
部

 
 
分

に
巧
み
な
会
話
を
挿
入

し
て
揚
面

に
精
彩
を
与
え
て

い
る
。

 
4
 

『聾

の

一
心
』
で
、
鏡
花

の
亡
父
を

モ
デ

ル
と
す
る

一
心

の
名

人
気
質
を
描

い

 
 
た
部
分
を
削
除

し
て
お
り
、
ま
た
後
述

す
る
よ
う
に
亡
母

へ
の
思
慕

を

描

い
た

 
 

『お
弁
当

三
人
前
』
が
紅
葉

に
よ

っ
て
は
発
表

の
機
会
を
与
え
ら
れ
な
か

っ
た

こ

 
 
と
も
大
き
な
意
味

で
こ
れ
に
該
当
す
る
。
作

品
に
作
者
個
人

の
閲
歴

や
感
情
を
反

 
 
映
さ
せ
る
こ
と
に
否
定
的

で
あ

っ
た
紅
葉

の
創
作
意
識
を

垣
間

見
せ
て

い
る
。

 
5
 

 
『義

血
侠
血
』
で
、
語

り
手

に
よ
る
観
念
的

な
発
言
が
何
か
所

か
に
わ
た

っ
て

 
 
削

除
さ
れ
て
い
る

の
が
典
型
的
な
例
と
し
て
あ
げ

ら
れ
る
。

 
6
 
自
筆
年
譜

に
よ
る
。
た
だ
し

『処
女
作
談

』
(明
40

・
1
)

で

は

明
治

二
七
年

 
 

一
〇
月

の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

 

7
 

新
版

「鏡
花
全
集
」

(岩
波
書
店
)
月
報

15
所
収
紅
葉
書
簡

13
。

 
8
 

『
「妖
怪
年
代
記
」
論
1

「高
野
聖
」

の
系

譜
e
l

」

(「鏡
花
研
究
」
第

三
号
、

 
 
昭
52

・
3
)

 
9
 

『両
頭
蛇
』
の
成
立
時
期
に

つ
い
て
は
明
治

二
六
年
説

(久
保

田
万
太
郎
)、

二

 
 
四
五
年
説

(村
松
定
孝
)
な
ど
が
あ

る
。
た
だ

し
作
品
中

に

「上

野

の
汽
車
最
後

 
 

の
停
車
揚

に
達
す
れ
ば
、
確
氷
峠

の
馬
車
に
揺
ら
れ
、
再

び
汽
車

に
て
直
江
津

に

 
 
達

し
」
と
の

一
節
が
あ
り
、

「日
本
国
有
鉄
道
百
年
史
」
第
二
巻

(昭
45
.
3
、

日

 
 
本

国
有

鉄
道
)

に
よ
れ
ば
、
横
川
ー
軽
井
沢
間

の
開
通
は
二
六
年

四
月

一
日

で
あ

 
 
る
か
ら
、 

『両
頭
蛇
』
の
成
立

は
二
六
年
三
月
以
前

と
い
う

こ
と
に
な
る

(近
藤

 
 
千
歳

・
松
本
里
江
子
両
君

の
調
査
報
告

に
も
と
つ
く
)。 

な
お
、
作
品
中
、
古
老

 
 
が
児
童

に
向

か

っ
て

「何
ぞ
君
が
代

を
細

石
に
寿

か
ざ

る
!
」

と
い
う
場
面
が
あ

 
 
り
、
文
部
省
が

『君
が
代
』
他
七
編

に

つ
い
て
学
校

の
祝
日
大
祭

日
儀
式

に
用

い

 
 

る
歌
詞

・
楽
譜
を
選
定

し
て
公
示

し
た
の
が
明
治

二
六
年
入
月

一
二
日
で
あ
る
こ

 
 

と
を
根
拠
に
す
れ
ば
作
品
成
立
は
同

日
以
降

に
繰
下
げ
ね
ば
な
ら

な
い
が
、
明
治

 
 

一
三
年

に
作

・
編
曲
さ
れ
た
同
歌

は
文
部
省

に
よ
る
制
定
以
前

に
も
あ

る
程
度
普

 
 
及

し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

(小
田
切
信
夫

「国
歌
君
が
代
講
話

」
昭

4

・

 
 

8
他

に
よ
る
)
。 

こ
の
点

に
つ
い
て
は
今
後

の
調
査
が
必
要
だ
が
、

い
ま
は
二
六

 
 
年
三
月
以
前
の
成
立

と
し
て
下
限
を
示

す
に
と
ど
め
る
。
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10
 

『泉
鏡
花
私
説
-

「観
念
小
説
」
論

の
た
め

の
序
章
』

(「国
語
国
文
研
究

」
昭

50

 

・
6
)

11
 

新
版

「鏡
花
全
集
」

(岩
波

書
店

)
月
報
14
所
収
紅
葉
書
簡

7
。

12
 
新
版

「鏡
花
全
集

」
(岩
波
書
店
)
月
報

14
所

収
紅
葉
書
簡

8
。

13
 

『「鐘
声
夜
半
録

」
小
考
』

(
「光
華
女

子
大
学

・
光
華
女
子
短
期
大

学

研

究

紀

 
要

」
17
、
昭
54

・
12
)

14
 

 
『妖
怪
年
代
記
』
は
従
来
明
治

二
七
年

二
～

四
月
頃

の
執
筆

と
考

え
ら
れ
て
き

 
た
が
、
弦
巻

氏
は
紅
葉
書
簡

の
推
定
時
期

の
変
更
を
ふ
ま
え
て
同
年
五
月
頃

の
執

 
筆

と
さ
れ
た
。 

『妖
怪
年
代
記
』
と

『義
血
侠
血
』
A
稿
の
行

.
字
数
が
例
外
的

 

に

一
致
す
る
こ
と
は
、
両
者
が
前
後

し
て
書

か
れ
た
と
考
え
て
よ

い
こ
と
を
示
し

 

て
い
る
。

15
 

『鏡
花
初
期
習
作

「白
鬼
女
物
語
」
と

「高

野
聖
」
』

(「言
語
と
文
芸
」
昭
47

・

 

10
)

16
 

「泉
鏡
花

の
文
学
」

(昭
51

・
9
、
桜
楓
社
)

17
 
注

11
に
同
じ
。

18
 

「泉
鏡
花
美
と
エ
ロ
ス
の
構
造
」
(昭
51

・
5
、

至
文
堂
)

19
 

注
8
に
同
じ

20
 

『「売

ト
先
生
」
を
め
ぐ

っ
て
』

(
「鏡
花
研
究

」
第

二
号
、
昭
51

・
3
)

21
 

注
8
に
同

じ
。

22
 

『作
家

・
泉
鏡
花

の
誕
生
-
明
治

三
〇
年
代
文
学
研
究

の

二

三
-
』

(
「金

沢
大

 
学
教

育
学
部
紀
要
」
31
、
昭
57

・
2
)

23
 

注
16
に
同

じ
。
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小
稿
は
昭
和
五
九
年
七
月

一
四
日
に
行
わ
れ
た
第

一
回
泉
鏡
花
研
究
会

(於

上
智
大
学
)

に
お
け
る

口
頭
発
表

に
も
と
つ
く
も

の
で
あ

る
。
発
表
後

各
氏

か
ら
戴

い
た
御
意
見
を
必
ず
し
も
小
稿

に
反
映

で
き
な
か

っ
た
点

に
つ
い
て

は
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

ま
た
石
川
近
代
文
学
館

の
新
保
千
代
子
氏

、
慶

応
義
塾
図
書
館
特
殊
資
料
室

の
田
中
正
之

・
白
石
克
両
氏

に
は
自
筆
原
稿
閲

覧

の
便
宜

を
は
か

っ
て
戴

い
た
。
記

し
て
謝
意

に
か
え
た

い
。


